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＜連絡事項＞
なし

＜入室状況＞
【転出】
・長岡　叶人様～東病棟Bユニット2号室→西病棟Bユニット27号室
・佐々木　潤子様～東病棟Bユニット1号室→北病棟406号室
【転入】
・山谷　由香様～北病棟406号室→東病棟Aユニット16号室

＜患者様連絡事項＞
・鈴木　新蔵様～南病棟転出可

・岩舘　俊治様～澤里ＰＳＷより保健所、兄様、生保担当者を交えたケア会議を1/19　15:00から内科診察室にて実施予定となった件について報告あり
　　　　　　　　本人にもケア会議についてはお伝えし、了承あり。

・藤井　純子様～Bユニットへ移動可
・川村　亨様～経管栄養になった経緯についてPSWより返答あり。市民病院入院時には意識レベルの低下があり、経管栄養を継続していたと返答あり。
　　　　　　　弟様にもご希望確認し、誤嚥性肺炎の可能性から、経管栄養継続を希望。

・伊藤　修様～入院時書類お渡し済
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＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放観察中は他室侵入繰り返し迷惑行為あり。早めに開放観察終了としている。症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。スタッフ対面時は不穏興奮や易怒性見られず。被害妄想的訴えもなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～終日隔離中。午前午後2時間ずつの開放指示あり。開放観察中は他者との関わり見られ、気分の高さやトラブル等もなし。終了時は拒否なく帰室。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・磯嶋　茜様～終日隔離中。対面時はやや目つきの鋭さあり。奇異行動や危険行為は見られず。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・苫米地　ひかる様～終日隔離中。自室内で脱衣行為見られている。服や脱衣行為に対して呪いや神様等と話し、症状に左右されている。自室内ではほぼ臥床しており、不穏興奮や壁、ドア蹴り等の行動は見られず。

・長浜　厚子様～身体拘束中。食事摂取促すが嘔気訴えあり各食数口の摂取で嘔吐は無し。特定スタッフを大声で呼名する様子や操作的な発言がある。身体拘束部位循環障害、皮膚トラブルなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜馬渡Ｄｒ診察＞
・川村　享様～食事したいと希望あり。市民病院より経口ではなく、経管栄養になった経緯を確認する事、ご家族へ食事実施しても良いかの確認をしていく(リスク等説明）、嚥下評価も並行して行っていくよう指示あり。PSWへ情報確認依頼済み。臨時薬は継続処方。1月定期採血を明日1/9実施指示あり。

・梅田　とよ子様～幻聴あるも行動化や支障なく経過している。青山荘の体験利用実施し、入所可能か判断をしていく予定。臨時薬は継続処方。

・田村　洋子様～便秘の訴えあり下剤処方、ミルタザピン7.5㎎追加となる。夫様へ年末年始外泊での様子や自宅退院に向けて不安に思う事等確認していくよう指示あり。

・鈴木　新蔵様～易怒性や粗暴さなく経過。退院支援していくよう指示あり。臨時薬同内容継続処方。

・三浦　華菜様～GHの一覧をもらい、見学したい箇所にチェックを入れスタッフへ渡したと話さ
れている。PSWへ提出しているため、見学など日程調整し退院支援進めるよう指
示あり。臨時薬は同内容継続処方。

・福村 秀吉様～臨時薬ロドピン25mg4T→2Tへ減薬となる。母様へ本人との面会再開し、外泊訓練や外出訓練を検討していくよう指示あり。スマホ使用許可あり。

・宮崎 宏之様～臨時薬同内容継続処方。
＜田名部Dr診察＞
・苫米地　ひかる様～本人はやや気分高さあり、「正気に戻った。」と変なポーズをとっているが疎通は取れている。
明日より状態を見ながら、午前10時～12時・午後14時～16時開放観察の指示あり。
・田中　倖太様～本人より3食パン食希望有り。全て菓子パンを希望するが、糖尿病
などのリスクある事説明。
1/9～朝のみ菓子パン・昼・夕は食パンの指示。
・高橋　伸治様～身体状態観察の為モニター装着指示あり。
・四戸　多美子様～状態安定している為西病棟へ転出許可有り。
以外の患者様、指示変更なし。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和8年1月8日　11:20
　氏　　名：田名部　熊造（たなぶ　くまぞう）様
　生年月日：平成18年3月20日(82）
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　合 併 症：突発性血小板減少症の既往
　性　　別：男性
　主 治 医：村上Dr.　サポート：柞木田Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　令和6年3月11日当院初診。認知症と診断し、今後の方針について
家族含めて相談した結果、中核症状に対する投薬希望はなく、デイ
サービスの回数を増やす等、主に環境調整で対応する方針となった。
夜間不穏に対しては、一時的に頓用も併用する方針としたが、その
後は症状が比較的落ち着いており、当院令和6年9月15日に終診となる
まで服用もなかった。その後かかりつけの城北病院に一元的に通院し、
何かあった際には再診とする方針となっていた。その後は小規模多機
能型居宅介護「りんごっこ寿楽荘」利用し、通所及び宿泊サービスを
利用していた。しかし夜間徘徊や女性職員の手を引いて居室に連れて
行こうとする行為、失禁した衣類を交換しようと介助すると振り払い、
尿が垂れた状態で徘徊する等の行為がみられていたことから認知症の
評価、睡眠状況の安定化を希望し令和7年12月18日当院を再診。薬剤治
療開始となるが、その後色情行為が悪化し、女性職員の胸に手をあて
ようとしたり、下着を脱いだり、体の反応もみられるようになった。
夜勤職員は1名体制のため、男性職員の夜勤日しか泊まりを利用できな
くなった。12月30日には傾眠状態が続き総合病院受診したが、頭部CT
や採血の際は易怒的となり、検査施行できず帰宅。その後も服薬拒否、
食後服薬拒否、昼夜逆転、介護抵抗にて怒る・暴れる等あり、施設利
用継続が困難に陥り入院の相談があった。
本日受診、診察の結果、東病棟Ｃユニットへ医療保護入院となる。
